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公立 岡崎市民病院 岡崎市高隆寺町字五所合３番地１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

高度急性期及び急性期機能を維持
し、３次救急医療施設として重症患
者、救急疾患などがん診療を含めた
高度急性期医療を担う

規模の適正化を検討する

無

公立 愛知県がんセンター愛知病院 岡崎市欠町字栗宿18番地 〇 〇 〇 〇 〇 未定

・現状では、地域がん診療拠点病院
として診断、治療、緩和ケアを含む包
括的で良質ながん治療を提供するよ
う努める。

・外来、在宅での緩和ケアを促進 ・　病床利用率が低下傾向であり、
今後の医療需要の推移を加味し
て、最適な病床規模について検討
中。

無

公的 愛知県三河青い鳥医療療育センター 岡崎市高隆寺町小屋場9番地3 〇 無 無

救急
医療
等

医療法人山武会岡崎南病院 岡崎市羽根東町１丁目１番地３ 〇 〇 未定

岡崎南病院では今後も急性期の後方
病院として慢性期側の医療提供体制
を担う

一般病床は一定程度の病床維持をした
いが病床の縮小を検討する事にもなり
得る

一般病床の利用率が低下傾向であ
り、今後医療需要の推移を加味し
て一般病棟から療養病棟への転換
も検討する事にもなり得る

無

救急
医療
等

医療法人　愛整会　北斗病院 岡崎市仁木町字川越17番地33 〇 〇 あり

　二次病院として、高度急性期病院と
慢性期病院や診療所との中間的な役
割を果たしていく。

　現在の急性期・慢性期は維持しなが
ら、回復期・地域包括ケアの整備を図っ
ていく。

　回復期・地域包括ケアの整備を
図っていくうえで、看護師不足を解
消していく。 無
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等

医療法人鉄友会　宇野病院 岡崎市中岡崎町１－１０ 〇 〇 あり

予防医療、救急医療、急性期医療、
回復期医療、慢性期医療など現状を
維持

急性期機能を維持しながら、回復期・慢
性期機能を強化する

病床稼働率が高いため慢性的に病
床が不足しており、増床を行いたい

未定

注） 公立：新公立病院改革プラン策定対象医療機関
公的：公的医療機関等２０２５プラン策定対象医療機関（新公立病院改革プラン策定対象医療機関を除く公的医療機関等、国立病院機構及び労働者健康安全機構が開設する医療機関、地域医療支援病院、特定機能病院）
救急医療等：救急医療等を担う中心的な医療機関
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エンジェルベルホスピタル 岡崎市錦町５番１ 〇

医療法人大朋会　岡崎共立病院 岡崎市羽根町字中田６４－１ 〇

医療法人葵　葵セントラル病院 岡崎市中田町４番地５

医療法人博報会　岡崎東病院 岡崎市洞町字向山16番地2 〇

冨田病院 岡崎市本宿町字南中町３２ 〇

医療法人十全会三嶋内科病院 岡崎市六供町字３―８―２ 〇
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